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黒岩知事に要請します

国の圧力に負けず、神奈川県知事としての矜持を見せてください！
大義もない、理屈もない給与削減は、神奈川県職員魂を持つ職員の心を離反させます！

　労務統括官は4月23日の自治労県職労春季要求回答交渉において、「国の給与抑制の要請について、さらなる協力をお願いせざるを得ない。精査したうえで県労連の場で話し合いたい。」と発言しました。

　黒岩知事！今からでも遅くはありません。今後の県政運営を誤らないためにも、これまでの県職員の姿を振り返り、もう一度お考え直しください。

これまで職員は県民のために身を削ってきた
これまで、神奈川県は何度も危機的な財政状況に陥ってきました。

1998年度には、「財政再建団体」転落の危機の中で、職員は初めて一時金削減（8％）を経験しました。

その後、2000～2004年度までは、給与の2％削減、リーマンショック後の2009～2010年度までは、給与の3％削減、合計3回の給与削減に協力してきました。

財政危機のたびに、職員が一番守りたかったのは、県民生活です。私たちは、「県民生活を犠牲にするぐらいなら身を削る」選択をしてきたのです。

そして今回の「緊急財政対策」においても、県民生活を守るために、新採用職員も含めた一般職員４％、管理職６％（＋管理職手当10％削減）の給与削減に協力しています。

また、人員についても、1997年には13,551人いた職員（知事部局）が、2012年には7,629人にまで削減され、その一方で増大し、多様化・複雑化する県民ニーズに応えるために、臨任・非常勤職員とともに、日々の業務を担っているのです。

このようなこれまでの地方の努力を一切考慮せず、初めて行った国の給与削減に「合わせろ」などという国の暴挙は、到底容認できるものではありません。
いまさら国に「被災地支援」などと言われる筋合いはない！
県職員は発災直後から、自ら志願して、市町村職員とともに被災地に赴き、寝食を忘れて被災者のために働いてきました。それも当初は路線バスに長時間揺られてです。

現在も、多くの職員が、被災３県に派遣され、慣れない土地で被災者のために働き、派遣職員を送り出した職場では、残った職員が派遣された職員の分まで働き、被災地支援を支えているのです。

自治労も発災直後から被災県本部と連携し、被災地支援のために全国規模で組合員を募り、自治労県職労の組合員も市町村組合員とともに参加してきました。

また、個人的にも多くの職員が、自分の貴重な休みを使って、収入の少ない非常勤職員までもが、自費で被災地支援に参加しています。

こうした神奈川県職員に対し、いまさら国から、「被災地支援のために給与を削減しろ」などと言われる筋合いはありません。
今度はあなたが「知事魂」を示す番です！
　これまで申しあげたように、神奈川県職員は、これまで何度も身を削り、人員削減についても、臨任・非常勤・再任用職員とともに耐え、県民生活を守ってきました。

　こうした「県職員魂」に対して、黒岩知事、今度はあなたが応える番です。

地方自治の精神を踏みにじり、労使自治を無視し、何よりも、これまでの地方の血のにじむような努力を全く無視し、その上、新たな借金を背負わせてまで、無法にも地方公務員の給与削減を強制する国の軍門に下るのか、県民生活を支える職員を守るのか、真価が問われています。

ともに、地方自治を進めていきましょう！

自治労県職労は4月23日、2013年春季要求回答交渉を行いました。

職員を過労死から守る気はあるのか！
要求：過労死水準の月100時間超及び数ヶ月間60～80時間の時間外勤務撲滅に向けた、具体的な対策とスケジュールを示せ。

回答：労働時間短縮に向けた指針や管理調整会議の申し合わせ事項等に基づき取組みを進めてきた。各局・所属の取組み、管理職の意識が重要だ。

主張：過重労働の実態はいっこうに改善されていない。必要な人員を配置し、本気でムダな仕事を無くすための具体的方策を整備すべき。当局は職員の健康や生命について危機感を持て！

安全衛生意識が希薄な当局

要求：①時間外における労働安全基準（気温・照度等）の遵守。②危険な庁用自動車の更新。更新基準見直しにおける労使の協議と合意。③階段への手すりの設置。

回答：①空調について労働安全衛生には意を用いる。②基準を満たせば更新するわけではない。基準を満たさなくても危険な車は更新する。基準の見直しについて、労務給与課、庁舎課、財政課で協議している。③予算措置を伴うもので難しい。

主張：①法令遵守以外の対応はありえない。そこは確認させてもらう。②危険な車を更新するのは当たり前だ！基準は安全を考慮して決めているもの。「満たしても更新するとは限らない」とは何事か。協議に組合ではなく、財政課が入っていること自体異常だ。労働安全衛生については組合との合意は不可欠だ。③「カネ」がないことが、障害のある職員や来庁者を危険な状態に放置する理由にはならない。万一事故が起きれば、安全配慮義務違反に問われる。
職員を過労死から守る気はあるのか！
要求：復職支援計画の立案、進行について、産業医を中核とする対策チームを設けること。少なくとも産業医が必ず計画をチェックするなど関与すること。
回答：23年度に精神科医の産業医を配置して職場巡視を行っている。今年も産業医と組合との意見交換の場を持ちたい。

欠員補充の約束を守れ！

要求：職訓指導員23名の欠員補充に向けた採用拡大。過重労働の児童相談所等の福祉職の増員。

回答：職訓指導員はニーズの多様化に応じた多様な任用形態（臨任・非常勤）で対応する。福祉職は必要な職場には増員している。

主張：「コース再編・校の再編が終わったら、正規職員を補充する」との約束を守れ。児相等の福祉職配置は「焼石に水」だ。過重労働を解消できる増員すべき。

本庁の組織いじりの説明できず

要求：①所属の再統合が行われたり、無くなったはずの「担当課長」「担当代理」が復活し、混乱している。この間の総括と明確な理由を示せ。②産業技術Ｃの独法化問題は、労働条件問題であり、誠実な対応を求める。
回答：①活力ある県政のための見直し。②産業技術Ｃ問題の労働条件については労務で対応する。

主張：毎年意味のない組織いじりを繰り返して、職員に活力が生まれるはずがない。結局、幹部ポストを増やしただけの「お手盛り再編」か！？

障害者雇用政策の後退を阻止する！
要求：階段手すりの設置、電話交換職場への派遣導入の撤回等、障害のある職員が安心して働き続けられる職場環境を整備すべき。

回答：何も答えず。

主張：視覚障害者の電話交換職場への派遣職員の導入や視覚障害事務職員のアシスタントの雇用変更等で問題が起きている。いずれも、事前に当事者の意見を聞かないことが大きな要因だ。
2013年度当初欠員状況
	職種
	数
	対応
	職種
	数
	対応

	一般職
	170
	
	化学検査
	4
	

	一般事務
	68
	臨67

非1
	歯科衛生士
	5
	

	
	
	
	栄養士
	1
	

	職訓指導員
	23
	
	獣医師
	3
	

	福祉職
	27
	
	大学教育
	7
	採用

	保健師
	5
	
	一般土木
	2
	

	看護師
	6
	
	農業土木
	2
	

	専任教員
	3
	
	電気職
	3
	

	医師
	2
	非2
	現　業　職
	15
	

	歯科医師
	1
	兼務
	調理職
	4
	

	機械職
	1
	
	農芸技能
	2
	非1再1

	林業職
	1
	
	電話交換
	3
	臨2非1

	農業職
	1
	
	監視
	4
	非4

	衛生監視
	1
	
	動物技能
	2
	非2

	と畜検査
	4
	
	欠員合計
	185
	


※「非」は、非常勤職員対応。「再」は再任用職員対応

※「採用」は、今後、近々に採用予定。

※「非」「兼務」「再」「採用」以外は、臨任職員対応。










































夏の執務室気温、時間外における法令順守（28度以下）を念押し！


－自治労県職労2013年春季要求回答交渉－

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































